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鋼構造委員会 東日本大震災鋼構造物調査特別委員会報告書 
 

まえがき 
 
平成 23 年 3 月 11 日午後 2 時 46 分，これまでの地震観測史上最大となるマグニチュード 9.0 の巨大

地震が東日本を襲った．今回の地震は，太平洋プレートが北米プレートに潜り込むことによって発生し

た海溝型地震であることから津波を伴った．地震の特徴としては，世界的に見ても歴代 4 位の規模とな

るマグニチュードを示し，地震による放出エネルギーをマグニチュードから換算すると，記憶に新しい

1995 年の阪神・淡路大震災の 1450 倍，また，太平洋沿岸の各地を 10 メートルを超える津波が至る所

襲うなど超弩級であった． 
土木学会においては，情報収集から成果の報告段階まで，その間，随時の提言を含めて土木学会とし

ての貢献度を高めるため，土木学会関係者間の問題意識，情報の共有と英知とを結集すること並びに関

係機関と緊密に連携をおこなうために「東日本大震災特別委員会」を設立している．本委員会は，発災

後の総合的学術調査の実施や安全特定テーマ，地域防災計画（仮称）特定テーマ，津波特定テーマ，液

状化特定テーマなど９つの特定テーマ委員会に分けられ，テーマ別のとりまとめと緊急活動や地域復興

に関する提言を行うこととして活動し今日に至っている． 
このような背景のもと，「東日本大震災鋼構造物調査特別委員会」は，鋼構造物特有の被災状況，被

災原因，仮復旧状況や本復旧，今後に向けた課題などを取りまとめる目的で 2011 年 6 月に鋼構造委員

会において設立を認可され，17 名の委員の参加を得て 2011 年 6 月に第一回委員会を開催し活動を開始

した． 
今回の地震による鋼構造物の被災は，1995 年の阪神・淡路大震災に比較すると少ないとの風評が広

がる状況において，既に公表されている種々な資料の分析や現地調査を行うことによって可能な範囲で

定量的な評価を行った．地震や津波による被害を受けた対象となる鋼構造物は多岐にわたるが，主とな

る構造物である道路施設，鉄道施設，港湾施設，電力施設の 4 部門に限定し，横断的に比較が可能とな

るように精力的にとりまとめ作業を行った．さらに，本報告は，今回の甚大な被害を発生させたと同様

な地震やそれ以上の地震が発生した場合に鋼構造物が最小限度の被害に納まるような有益な参考資料

となることを目標としていることから，あえて今後の課題についても言及している． 
しかしながら，本委員会の目的が早期に鋼構造物に関係する有益な資料や検討結果を公表する目的で

設置したこと，調査期間が短期であること，道路施設の被災において話題となったゴム支承等の被害分

析が未だ終了しないこと，津波による被災への対応等が決定しないことなどから本報告は，十分満足で

きる報告となっていない部分もある．しかし，担当委員の全精力を被害分析や現地調査に傾けることに

よって，異なった施設における比較やこれまで公表されていない部分の分析や検討結果を記述している． 
今後は，「東日本大震災鋼構造物調査特別委員会」の成果を発展させ，「鋼構造委員会」において新た

な関連する小委員会を設立し，不足している部分や調査しなければならない部分を審議し，補完するこ

とで予測されている東海地震，東南海地震，南海地震の被害を最小限に止めることを望むと同時に，再

び「想定外」との言葉が鋼構造物の範疇において起こらないことを期待するものである． 
2012 年 1 月 

土木学会 鋼構造委員会  
東日本大震災鋼構造物調査特別委員会  

委員長 髙木千太郎 
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